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■専門分野について
　専門は化学です。物理学や生

物学も使って研究をしています。

生物は、化学反応で動いていま

す。化学反応を使って生き物み

たいに動くウェットな人工生命

をつくっています。

■研究のきっかけ
　幼少時から生き物が大好きで、

ゾウをはじめとした多くの生き

物を飼育していました。自然と

生き物の死に直面することも多

く、「生命とは何か」に興味津々

でした。それを解明するために、

中高生の時には生物を人工的に

つくってみたいと本気で考えて

いました。また、高校生の時に

読んだ「生命システムをどう理解

するか」という本にあった研究

にひかれ、その研究室に念願か

ない卒研から飛び込み今に至り

ます。さまざまな先生や仲間た

ちとのご縁もあり、今楽しく研

究できています。

■研究内容
　化学的に考えると一年前の自

分はもういません。骨すら入れ

替わり、98％は物質としては残っ

ていないです。しかし、一年前

の自分は物質的には残っていな

くても、確かに今ここにいるの

でとても不思議です。物質的に

は全く違うモノになっているの

に、摂食し排泄する物質の流れ

の中で、生命としては回帰的に

「自己」を維持し続けていること

が大事です。こうした性質をも

つ分子システムをつくる研究を

しています。

■生き物っぽいモノのつくり方
　一つ目は生き物っぽいモノを

コンピューターの中のプログラ

ムとしてつくる。二つ目はロ

ボットみたいな硬いものでつく

る。三つ目は、柔らかいみずみ

ずしい実態のあるものでつくる。

私は、生き物が好きなので三つ

目のウェットな人工生命をつ

くっています。進化できる分子

の集合体を人類で初めてつくる

のが夢です。

■研究成果　―オートポイエ
ティックな超分子システム―

　今までの私の研究は主に三つ

に分けられます。一つ目は、私

が設計・合成した餌を自分で食

べて回帰的に成長する液滴、二

つ目は自分で成長・分裂し増殖

できる分子の集合体、三つ目は

有機物や無機物からなり自発的

な振動状態を我々の心臓のよう

に継続する自律アクチュエータ

（エネルギーを動きに変える装

置）をつくりました。

■研究のモチベーション。
　一つ目の成果が2021年に科学

誌Ｎａｔｕｒｅの姉妹誌「Ｎａｔｕｒｅ

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ」、2022年

には月刊誌「化学」に掲載されま

した。それにより科学誌Ｓｃｉｅ

ｎｃｅの発刊元や英国王立化学会

など世界中からインタビューを

受け研究成果が波及しました。

　これまで、自分の好奇心で行っ

てきた研究が少しでも人類の科

学史に貢献できたことを実感し、

自分の好奇心を信じ研究を加速

させていくモチベーションの一

助になっています。
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訳：常識とは、１８歳までに身につけた
　　偏見のコレクションである
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